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ら得られた HE 画像に対する AI 解析においては 99.4%であった。 
t-distributed stochastic neighbor embedding(t-SNE)と呼ばれる手法を用いた二次元圧
縮でも、転移陽性パッチ画像と転移陰性パッチ画像が明瞭な２つのクラスターを形成するこ
とを視覚的に確認することができた。また分類精度だけでなく、DNN が画像内のどの部分によ
り注目しているかをヒートマップで可視化する gradient-weighted class activation mappi
ng (Grad-CAM)を用いた解析を行い、総じて転移巣に注目して転移有りと判断していることが
明らかとなった。 
リンパ節の転移の有無を診断する際には、サンプルの一部だけではなくリンパ節全体をス
クリーニングする必要があるため、前述の小パッチの転移分類モデルを発展させ、より広視
野の画像に対して、転移巣をマッピングするという解析も行った。具体的には、278×278 ピ
クセルのウィンドウを 10 ピクセルずつ移動させながら転移の有無の診断を行い、転移有りと
診断した場合にマーキングを行うという手法である。この方法でマッピングを行うと、一定
の割合で偽陽性のマーキングピクセルが出現するため、閾値処理を行い、偽陽性ピクセルを
消去するという処理を行った。即ち、ある一定の領域内で、転移陽性ピクセルの割合が閾値
以下であれば、その領域は転移陰性とみなす、という処理である。この処理を加えることで、
より正確な転移巣のマッピングが可能となった。 
これらの結果より、DNN 解析において、我々が開発した染色法・観察法で得られた蛍光画像
を用いて、高い精度でパッチの画像分類を行うことができ、また HE 画像と同等の病理医に近
い判定力を有することが示された。 
 
